
　

2
0
2
0
年
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
収
ま
ら
ぬ
ま
ま
3
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
の
3

年
間
を
顧
み
ま
す
と
監
査
の
皆
様
か
ら
の
ご

指
摘
に
対
し
、
理
事
会
と
し
て
明
確
な
る
議

論
、
対
応
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
会
員
の
方
々
が
何

を
求
め
て
い
る
か
、
感
染
拡
大
の
中
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信

を
怠
っ
て
い
た
こ
と
等
出
来
う
る
こ
と
へ
の

姿
勢
が
欠
如
し
て
い
た
事
に
対
し
深
く
反
省

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
会
員
の
皆

様
に
は
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
も
理

事
会
で
議
論
し
活
動
を
正
常
化
す
べ
く
メ
ー

ル
通
信
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

2
0
2
0
〜
２
２
年
度
の
3
ヵ
年
は
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
入
構
が
学
内
関
係
者
以
外

禁
止
の
状
態
で
、
会
議
室
、
教
室
等
学
内
施

設
の
借
用
・
行
事
な
ど
は
不
可
能
な
状
況
で

し
た
。
従
い
ま
し
て
理
事
会
、
監
査
、
代
議

員
会
等
は
昨
年
度
同
様
にW

eb

上
や
郵
送
利

用
で
の
開
催
と
い
た
し
、
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
度
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
以

下
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
合
型
選
抜
同
窓
会
型
入
学
試
験
で
は
通

信
工
学
科
卒
業
生
の
直
系
子
女
お
二
人
の
受

験
希
望
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
実
施
の

上
推
薦
書
を
同
窓
会
本
部
に
提
出
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

1
月
に
は
36
年
度
卒
通
信
工
学
専
攻
同
窓

会
の
皆
様
（
幹
事
：
岡
聖
吾
様
）
か
ら
多
額

の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
3
年
の
間
に
も
会
費
納
入
及
び

寄
付
を
し
て
下
さ
っ
た
会
員
の
方
々
も
お
ら

れ
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
す
。

　

建
学
祭
は
対
面
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
縮
小

さ
れ
た
状
態
で
の
開
催
と
な
り
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
も
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
対
面
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
結
論
が
出
せ
な
い
と
い
う
厳

し
い
も
の
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ
れ
た
今
年
度

（
2
0
2
3
年
度
）
は
例
年
よ
り
遅
く
な
り
ま

し
た
が
9
月
に
代
議
員
会
を
対
面
で
開
催
し
、

11
月
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
東
海
大

学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
所
灰
田
特
任
教
授
を

講
師
に
お
迎
え
し
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会
報
も
大
変
遅
く
な
り
ま

し
た
が
今
回
発
行
し
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
度
は
代
議
員
会
を
例
年
通
り

5
月
に
開
催
す
る
な
ど
元
の
レ
ー
ル
に
戻
す

べ
く
役
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
会
の
運
営
を
助
け
て
下
さ
る
方
が
必

要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
代
議
員
会
に
お
い
て
任
期

満
了
と
な
ら
れ
ま
し
た
副
会
長
村
田
信
一
、

事
務
局
長
増
田
和
則
、
理
事
大
森
公
雄
の
退

任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
任
と
し
て
理
事
に
福
原
雅
朗
、
事
務
局

長
に
村
田
信
一
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
挨
拶
で
す
。

　

事
務
局
長

村
　
田
　
信
　
一
（
86
卒
）

　

私
は
1
9
8
6
年
卒
業
の
村
田
信
一
で
す
。

通
信
工
学
科
を
卒
業
後
、
東
海
大
学
（
東
京
）

短
期
大
学
部
に
着
任
し
、
そ
の
後
、
湘
南
校

舎
通
信
工
学
科
、
高
輪
校
舎
（
現
品
川
キ
ャ

ン
パ
ス
）、
湘
南
校
舎
技
術
支
援
課
と
技
術
畑
、

学
生
と
の
密
な
接
点
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
2
0
2
0
年
よ
り
事
務
職
と
な
り
、

現
在
は
学
長
室
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
通

信
工
学
同
窓
会
に
お
い
て
も
、
理
事
、
副
会

長
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

度
、
前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
事
務
局

長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
本
会
は
7,
0
0
0
名
あ
ま
り
の
有
効
会
員

が
お
り
ま
す
が
、
代
議
員
会
、
総
会
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
な
ど
へ
の
参
加
者
が
な
か

な
か
増
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
役
員
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
方
も
見

つ
け
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
く
、
会
の
運
営

を
継
続
す
る
う
え
で
は
非
常
に
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
、
少
し
で
も
本
会
の
活

動
が
活
発
に
な
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
尽
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

　
理
　
　
事

福
　
原
　
雅
　
朗
（
02
卒
）

　

通
信
工
学
同
窓
会
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
福
原
雅
朗
と
申
し
ま
す
。
2
0
2
3
年

9
月
の
代
議
委
員
会
に
て
本
会
の
理
事
に
選

出
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
1
9
9
8
年
4

月
か
ら
2
0
0
2
年
3
月
ま
で
本
学
工
学
部

通
信
工
学
科
に
在
籍
し
ま
し
た
。
吉
田
正
廣

教
授
の
指
導
の
下
で
博
士
（
工
学
）
を
取
得
し
、

そ
の
後
は
付
属
高
校
で
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
4
月
か
ら
は
本
学
情
報
通
信
学

部
組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
科
に
着
任
し
、

2
0
2
2
年
4
月
の
改
組
改
編
に
伴
い
情
報

通
信
学
部
情
報
通
信
学
科
に
所
属
。
創
設
者

松
前
重
義
先
生
の
系
譜
を
引
き
継
ぐ
学
科
の

一
員
と
し
て
、
高
い
倫
理
観
と
技
術
力
を
備

え
た
人
材
を
社
会
へ
輩
出
す
べ
く
、
教
職
員

一
丸
と
な
り
日
々
教
育
研
究
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

同
窓
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
正
直
あ
ま
り

認
識
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
日

の
代
議
委
員
会
で
皆
様
の
熱
意
に
触
れ
、
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
の
一
員

と
し
て
本
会
の
維
持
発
展
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
誉
会
長 

松
前　

達
郎 

総　

長

名
誉
副
会
長 

松
前　

義
昭 

理
事
長

 

副
総
長

 

学　

長

顧
　
　
問 

木
村　
　

登 

名
誉
教
授

参
　
　
与 

松
尾　

守
之 

名
誉
教
授

 

（
61
卒
）

 

福
田　

哲
夫 

（
62
卒
）

 

山
根　

治
仁 

（
62
卒
）

 

中
西　

孝
夫 

（
66
卒
）

会
　
　
長 

小
林　

一
雄 

（
72
卒
）

副
会
長 

柳
沢　

真
一 

（
78
卒
）

事
務
局
長 

村
田　

信
一 

（
86
卒
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
任

会
計
理
事 

澤
田　

茂
洋 

（
72
卒
）

広
報
理
事 

中
井　
　

宏 

（
94
卒
）

企
画
理
事 

土
岐　

晴
美 

（
88
卒
）

総
務
理
事 

福
原　

雅
朗 

（
02
卒
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
任

監
　
　
事 

室
本　
　

惇  

（
69
卒
）

 

秋
山　
　

進  

（
72
卒
）

ご
挨
拶
と
活
動
報
告

会
　
長
　
小
　
林
　
一
　
雄
（
72
卒
）

　　
役
員
改
選

役
員
改
選
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２
０
２
３
年
度　
本
部
組
織
紹
介



　

去
る
11
月
3
日
（
金
・
祝
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
東
海
大
学
同
窓
会
第
21
回
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
（
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
19
号
館
他
）

に
お
い
て
通
信
工
学
同
窓
会
主
催
の
講
演
会

を
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
会
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
認
知
症
に
な
ら
な
い

た
め
に
」
と
題
し
東
海
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
科

学
研
究
所
特
任
教
授
の
灰
田
宗
孝
先
生
に
講

演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
当
会
会
員
外
の
受
講
も
可
能
と
し
、

61
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

先
生
が
使
用
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
の
骨
子
は

T
A
S
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
以
来
新
型

コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、
同
窓

会
活
動
も
休
止
状
態
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
に
5
類
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
社

会
活
動
も
穂
異
常
状
態
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本

会
に
お
き
ま
し
て
も
、

2
0
1
9
年
以
前
の
活
動

に
戻
す
よ
う
、
役
員
一
同

結
束
し
て
本
会
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
方
で
は
、
新

年
早
々
能
登
地
方
を
襲
う

震
災
が
起
き
ま
し
た
。
東

海
大
学
の
学
生
さ
ん
も
少

な
か
ら
ず
の
方
が
被
災
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に

は
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

１.一般会計�
〈収入の部〉 自：2022.4.1 〜至：2023.3.31

科　　目 予算（a） 決算（b） 執行率（b）/（a） 〈参考〉2021年度 記事
１.TASC会員納付金 1,250,000 348,848 28% 105,848 6名

（1）  会費 1,050,000 27,848 3% 35,848 5名
（2）  寄付金 200,000 321,000 161% 70,000 4名

２.その他の収入 380,000 14 0% 16 
（1）  行事参加費 0 0 − 0 
（2）  会報広告掲載料 180,000 0 0% 0 
（3）  同窓会支援金 200,000 0 0% 0 
（4）  その他の寄付金 0 0 − 0 
（5）  ご祝儀 0 0 − 0 
（6）  受取利息 0 14 − 16 
（7）  その他の収入 0 0 − 0 

当期収入合計 1,630,000� 348,862� 21% 105,864�
３.前年度繰越金 2,111,363 2,111,363 100% 2,282,627 

収入の部合計 3,741,363� 2,460,225� 66% 2,388,491�
〈支出の部〉

科　　目 予算（a） 決算（b） 執行率（b）/（a） 〈参考〉2021年度 記事
１.運営費 272,000 70,361 26% 67,128 

（1）  通信費 30,000 7,348 24% 4,122 
（2）  会議費 20,000 0 − 0 
（3）  交通費 50,000 0 0% 0 
（4）  旅費 10,000 0 0% 0 
（5）  事務消耗品費 10,000 514 5% 0 
（6）  情報処理システム費 62,000 61,600 99% 61,600 
（7）  慶弔費 10,000 0 0% 0 
（8）  振替払手数料 60,000 899 1% 1,406 （330+569）
（9）  その他の費用 10,000 0 0% 0 
（10）予備費 10,000 0 0% 0 

２.事業・行事費 1,415,000 230,000 16% 210,000 
（1）  会報発行・会費徴収 1,100,000 0 0% 0 
（2）  春の講演会 0 0 − 0 
（3）  HCD運営費 110,000 50,000 45% 30,000 
（4）  支部運営支援費 20,000 0 0% 0 
（5）  その他事業・行事費 5,000 0 0% 0 
（6）  名簿発行 0 0 − 0 
（7）  名簿発行積立金組入 180,000 180,000 100% 180,000 
（8）  HCD広報・講演会（再掲） （380,000） （0） （0%） （0）

当期支出合計 1,687,000� 300,361� 18% 277,128�
３.次年度繰越金 2,054,363 2,159,864 105% 2,111,363 

支出の部合計 3,741,363� 2,460,225� 66% 2,388,491�

２.特別会計（名簿発行積立金） 自：2022.4.1 〜至：2023.3.31
科　　目 予算（a） 決算（b） 執行率（b）/（a） 〈参考〉2021年度 記事

１.前年度末残高 360,000 360,000 − 180,000 
２.今年度組入金 180,000 180,000 100% 180,000 
３.今年度払出金 0 0 − 0 
４.今年度末残高 540,000� 540,000� 100% 360,000�

2022年度　収支決算報告ならびに監査報告
　　　　　以下のとおり2022年度通信工学同窓会の収支報告をいたします。　　　　　2023年４月１日

監査報告
　2022年度の東海大学通信工学同窓会の収入および支出は、関連の帳
簿並びに証票の管理を含め、その執行は適切であり、貸借対照表並び
に収支計算報告書はその状況を適正に表していると認められる。

会　　長　　小林　一雄　　印
会計理事　　澤田　茂洋　　印

2023年４月28日　　東海大学通信工学同窓会
監　　事　　室本　　惇　　印
監　　事　　秋山　　進　　印

講
演
会
を
開
催
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